
1 

 

平成30年第６回庄原市教育委員会 会議録 

 

 

１ 日  時   平成30年５月25日（金）    午後１時57分開会 

                      午後３時38分閉会 

 

２ 場  所   庄原市役所 本庁舎５階 第２委員会室 

 

３ 出席委員   教 育 長  牧原 明人 

教育委員  末信 丈夫、横山 和明、神本 久美、立花 有佐 

 

４ 欠席委員   なし 

 

５ 出席職員   教育部長 片山祐子 

 教育部教育総務課長 荘川隆則 

 教育部教育指導課長 東直美 

 教育部生涯学習課長 花田譲二 

         教育部教育総務課総務係長 亀山慎也 

 教育部教育指導課学事係長 岡﨑敏朗 

 教育部教育指導課指導係長 横山博之 

 

６ 傍 聴 人   なし 

 

 

７ 議事日程      日程第１ 教育長報告 

                 日程第２ 議案第26号  平成31年度に義務教育諸学校で使用する教科用図書の 

採択基本方針について 

日程第３ 議案第27号  庄原市教育事務評価検討委員の委嘱について 

日程第４ 議案第28号  庄原市小中学校評議員の委嘱について 

日程第５ 議案第29号  庄原市学校関係者評価委員の委嘱について 

日程第６ 議案第30号   庄原市教科用図書採択地区選定委員会委員の委嘱について 

日程第７ 議案第31号  庄原市学校保健会委員の委嘱について 

         日程第８ 議案第32号  庄原市社会教育委員の委嘱について 

         日程第９  議案第33号  庄原市芸術文化振興審議会委員の委嘱について 

         日程第10 議案第34号  庄原市図書館協議会委員の委嘱について 

         日程第11 議案第35号  庄原市人権教育推進委員の委嘱について 
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教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育部長 

教育長 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

教育指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

― 開会 午後１時 57分 ― 

ただいまから平成 30年第６回庄原市教育委員会を開会します。会議日程に従い

まして進めます。 

 

日程第１  教育長報告                          

日程第１教育長報告を行います。 

・学校訪問の実施について 

・学校適正規模・適正配置について 

・国際ソロプチミスト庄原からの学校図書購入費の寄付について 

・県教育委員会の庄原小学校訪問について 

・各種行事について 

次に教育部長報告をお願いします。 

・学校適正規模・適正配置の保護者説明会について 

次に各課からの報告についてです。教育総務課からお願いします。 

・学校施設・設備の充実について 

・遠距離通学児童生徒への支援について 

・学校給食の充実について 

・奨学金制度による就学支援について 

・高校教育振興事業への支援について 

・入学祝金による就学支援について 

・学校適正規模・適正配置基本計画に基づく取組の推進について 

・市議会への対応について 

・主な会議・行事等について 

次に、教育指導課からの報告をお願いします。 

・確かな学力の定着・向上について 

・生徒指導対策について 

・外国語教育の推進について 

・体力づくりの推進について 

・児童・生徒の動向について 

・教職員の動向について 

・平成 30年度の研究指定校等について 

・運動会について 

・主な会議・行事等について 

次に、生涯学習課から報告をお願いします。 

・生涯学習・社会教育の充実について 

・芸術・文化活動の推進について 

・スポーツの推進について 

・家庭・地域の教育力の向上について 
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教育長 

 

 

教育指導課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立花委員 

 

・各種行事について 

 

日程第２ 議案第 26号                           

「平成 31年度に義務教育諸学校で使用する教科用図書の採択基本方針について」  

それでは日程第２、議案第 26 号「平成 31 年度に義務教育諸学校で使用する教

科用図書の採択基本方針について」を議題といたします。事務局より議案の説明を

お願いします。 

別紙の議案第 26 号「平成 31 年度に義務教育諸学校で使用する教科用図書の採

択基本方針について」です。提案理由としまして、平成 31年度に義務教育諸学校

で使用する教科用図書の採択基本方針を定めるにあたり、教育委員会の承認を求

めるものです。県の基本方針を踏まえて、本市の方針を作成しているところです。

１採択基本方針－（１）－ア小学校用教科用図書（「特別の教科 道徳」を除く）

及び中学校用教科用図書（「特別の教科 道徳」）についてとありますが、本年度は

小学校の道徳以外の教科と中学校の道徳が採択の年となっています。昨年度は小

学校の道徳の採択の年でしたので、小学校の道徳以外の教科、中学校の道徳という

ところで基本方針を定めているところです。中学校は道徳のみですが、小学校と中

学校、両方の採択の年となっています。 

これは学習指導要領が新しくなって、小学校は 32年度が全面実施になりますの

で、32 年度に使用する教科書については新たな教科書を採択しないといけないと

いうことになります。今年度採択をする教科書は 31年度、来年１年間使う教科書

ということです。基本的には、現在使用している出版社の教科書を今年度採択し

て、来年度使用していく方向で進めていきたいと思います。また来年度は、32 年

度から４年間使用する教科書を小学校について採択しますので、２年続けて採択

していくことになります。中学校は 33年度が新学習指導要領の全面実施になるの

で、今年度は道徳、来年は道徳以外の教科、また再来年度はその 33年度からの全

教科と、毎年採択の年が続くような状況になります。 

補足しますと、通常は４年に１回教科書を採択します。それがたまたま学習指導

要領の変わった年が４年に１回に合わず、さらに今回「特別の教科道徳」というの

が出てきたから、これの教科書を新しく採択しないといけません。これが入り混じ

って、昨年から非常に難しい採択の期間になっています。今の小学校の教科書は、

本年度で４年が終わるのですが、次の４年間使用と思うと、もう 32年度に変わる

のが分かっているから、暫定的に１年間だけ採択するのは通常は変えない。だけど

採択をしなくてはいけないのが今回の小学校。道徳の場合も、昨年は小学校を見て

もらいましたが、今回は中学校を見てもらいます。しかし、33 年度からの中学校

が変わる時には、道徳以外を選ぶ。１年ずつずれて選ぶ。学習指導要領の改訂と制

度が重なり、複雑になっているところです。 

選定委員会を設けるとともに調査員を置くとありますが、この調査員というの

はどういった方がなるのでしょうか。 
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教育指導課長 

 

末信委員 

 

 

教育指導課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

横山委員 

 

教育長 

 

 

横山委員 

 

末信委員 

教育指導課長 

 

 

教育長 

委員 

教育長 

 

委員 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査員というのは選定を行う上での、資料等を作る者ということになります。こ

れは、学校の教員から調査員を選んでもらうということになります。 

各教科は４年に１回採択する。道徳についてもやはり４年に１回ですか。そうす

ると今採択しているので、32年度の採択は変わりないのか。それとも 32年度に他

教科と一緒に再度採択するのですか。 

32 年度に学習指導要領が全面実施になったときには、道徳も含めて全教科採択

するということです。昨年度採択して、今年度から使用が始まっていますが、この

教科書については、今年と来年２年間使うということです。中学校も同じように１

年ずつずれてということです。 

教科書会社はこの２年間様子をずっと見ているわけです。だから複雑なのです。

また大変な作業になる。道徳だけですら、あのぐらい時間がかかったのですが、そ

れを全部の教科やります。確か前回の時には、午前から始めて、夜の９時ぐらいま

でかかりました。 

要するに１年変則になるので、31 年度だけの教科書採択をすると言われたが、

基本的には今あるものを引き続き使うということですか。 

そうなります。何故かというと、新しい教科書が出ないからです。１年で他の会

社に変えてもまた変えるようになるので、通常は５年間この特例的にするという

のが方針になっています。 

これは、来年が小学校全て、今年は中学校の道徳をすると。そうすると３年です

から、半分ですよね。 

この基本方針は、昨年度と大きく変わったところがありますか。 

内容的にはありません。採択する教科書が小学校の道徳以外の教科、それから中

学校の道徳で、大きく視点等は変えているところはありません。県からの方針も同

様のものが来ているので、それを踏まえて作成しています。 

その他どうでしょうか。 

（「ありません。」の声あり） 

議案第 26号について採決を行います。賛成される委員は挙手をお願いいたしま

す。 

（全員挙手） 

賛成全員ですので、議案第 26号は承認されました。 

 

 

日程第３ 議案第 27号                      （非公開） 

「庄原市教育事務評価検討委員の委嘱について」                 

 

日程第４ 議案第 28号                      （非公開） 

「庄原市小中学校評議員の委嘱について」                   
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末信委員 

 

 

 

指導係長 

 

 

教育長 

 

 

 

日程第５ 議案第 29号                      （非公開） 

「庄原市学校関係者評価委員の委嘱について」                 

 

日程第６ 議案第 30号                      （非公開） 

「庄原市教科用図書採択地区選定委員会委員の委嘱について」                 

 

日程第７ 議案第 31号                      （非公開） 

「庄原市学校保健会委員の委嘱について」                    

 

日程第８ 議案第 32号                      （非公開） 

「庄原市社会教育委員の委嘱について」                     

 

日程第９ 議案第 33号                      （非公開） 

「庄原市芸術文化振興審議会委員の委嘱について」                     

 

日程第 10 議案第 34号                     （非公開） 

「庄原市図書館協議会委員の委嘱について」                   

 

日程第 11 議案第 35号                     （非公開） 

「庄原市人権教育推進委員の委嘱について」                   

 

その他                                   

議案についてというわけではないのですが、教科書の採択について調査員はさ

っき委嘱しましたが、研究員ですよね。小学校の教科書の場合は今使っているの

は、研究員で研究し使用しているので、この度研究員は選ばなくていいのか。他に

されるのか、道徳についてはどうなのかを教えていただければ。 

小学校は以前の資料がありますので、そこの修正等を中心に行います。教科書は

変わっていないので、大幅には変えない方向でいくと聞いています。道徳は新しく

見ないといけないので、調査員が調査をして資料をつくります。 

その他全般的に何かあればお願いします。今回の会議では個別報告及び協議事

項がありませんので、その他で何かあればお願いします。よろしいでしょうか。 

それでは以上をもちまして、第６回教育委員会を閉会いたします。 

 

― 閉会 午後３時 38分 ― 

 


